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山 武 農 業 事 務 所
山武農林業振興普及協議会
〒283-0006 千葉県東金市東新宿1-11
☎ 0475-54-0226　FAX 52-7914

普及だより

山武の
ホームページ https://www.pref.chiba.lg.jp/ap-sanbu/index.html

「農事組合法人南横川ライスセンター」が
「全国担い手育成総合支援協議会会長賞」を受賞
～地域農業を半世紀にわたり守り続けた活動を国が表彰～

　

大
網
白
里
市
南
横
川
地
区
で

水
稲
の
苗
販
売
、
収
穫
・
乾
燥

調
製
な
ど
の
作
業
受
託
を
行
っ

て
い
る
農
業
生
産
法
人
「
農
事

組
合
法
人
南
横
川
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
」
が
、
令
和
６
年
度
全
国

優
良
経
営
体
表
彰
に
お
い
て

「
全
国
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
令
和
７
年
１
月
22
日
に

佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に

お
い
て
、
小
倉
組
合
長
が
賞
状

な
ど
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
（
農
）
南
横
川
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
設
立
か
ら
50
年
以
上

経
過
す
る
組
合
員
21
名
で
構
成

さ
れ
る
集
落
営
農
組
織
で
、
地

域
の
水
田
約
35
㏊
の
維
持
・
管

理
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
受
賞
で
は
半
世
紀
以
上
、
地

域
の
水
田
を
守
り
続
け
た
功
績

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
事
務
所
で
は
、（
農
）

南
横
川
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
代

表
さ
れ
る
集
落
営
農
組
織
の
取

組
が
、
地
域
農
業
の
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

小倉 組合長小倉 組合長 北田 副組合長北田 副組合長
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タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
媒
介
す
る

ウ
イ
ル
ス
病「
ス
イ
カ
退
緑
え
そ
病
」

の
発
生
が
令
和
６
年
８
月
に
千
葉
県

で
は
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
感

染
し
た
ス
イ
カ
は
、
初
期
症
状
と
し

て
葉
に
不
鮮
明
な
退
緑
斑
紋
を
生
じ
、

症
状
が
進
展
す
る
と
葉
脈
部
分
を
残

し
て
葉
の
全
面
が
黄
化
・
枯
死
し
ま

す
。
果
実
に
は
、
肥
大
不
足
や
糖
度

不
足
等
の
影
響
が
及
び
ま
す
。

　
「
ス
イ
カ
退
緑
え
そ
病
」
の
蔓
延

防
止
の
た
め
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
媒

介
す
る
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
防
除

等
が
必
要
で
す
。
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
は
本
病
に
加
え
、「
キ
ュ
ウ
リ
退

緑
黄
化
病
」
や
「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻

病
」
等
の
ウ
イ
ル
ス
も
媒
介
す
る
た

め
、
他
の
品
目
を
こ
れ
ら
の
病
気
か

ら
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
病
か
ら
産
地
を
守
る
た
め
、

①
持
ち
越
さ
な
い
、
②
入
れ
な
い
、

③
増
や
さ
な
い
、
④
出
さ
な
い
対
策

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
事
故
を

農
作
業
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
！

な
く
し
ま
し
ょ
う
！

①
前
作
の
虫
を
次
作
に
持
ち
越
さ
な

い
よ
う
に
、
作
と
作
の
間
に
切
れ
目

を
設
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ほ

場
内
や
周
辺
に
生
え
て
い
る
雑
草
も

忘
れ
ず
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

②
育
苗
ハ
ウ
ス
の
開
口
部
に
は
０
・４

㎜
目
合
い
の
ネ
ッ
ト
を
隙
間
の
な
い

よ
う
に
展
張
し
ま
し
ょ
う
。

③
発
病
株
の
抜
取
り
処
分
、
薬
剤
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
、
除
草
等
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

④
栽
培
終
了
時
に
ハ
ウ
ス
・
ト
ン
ネ

ル
を
密
閉
し
、
植
物
体
が
完
全
に
枯

死
し
て
か
ら
、
ほ
場
外
に
残
渣
を
持

ち
出
し
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ス
イ
カ
退
緑
え
そ
病

ス
イ
カ
退
緑
え
そ
病

の
発
生
に
つ
い
て

の
発
生
に
つ
い
て

作業安全ステッカー（農水省HPより）

　

農
作
業
事
故
に
よ
る
令
和
４
年
の

全
国
の
死
亡
者
数
は
２
３
８
人
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
事
故
が
全
体

の
86
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
事
故
区

分
別
で
は
、
農
業
機
械
作
業
に
よ
る

も
の
が
１
５
２
人
（
64
％
）、
農
業

用
施
設
作
業
に
よ
る
も
の
が
５
人

（
２
％
）、
機
械
・
施
設
以
外
の
作
業

に
よ
る
も
の
が
81
人
（
34
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
は
、
自
他
の
身
体
的

な
ダ
メ
ー
ジ
の
他
、
所
得
の
減
少
な

ど
、
家
族
の
人
生
設
計
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
農
作
業
を
安

全
に
行
う
た
め
、
以
下
の
点
に
留
意

し
ま
し
ょ
う
。

法
令
遵
守

　

労
働
安
全
衛
生
法
、
消
防
法
、
毒

物
及
び
劇
物
取
締
法
を
遵
守
し
ま

し
ょ
う
。
法
令
遵
守
だ
け
で
な
く
、

自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
も
重
要
で

す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

農
業
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
、

食
品
安
全
、
環
境
安
全
等
に
関
わ
る

様
々
な
事
故
や
違
反
の
可
能
性
を
リ

ス
ク
と
考
え
、
必
要
な
改
善
対
策
を

講
じ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
事
例
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
作
業
安
全
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

農
業
者
の
危
険
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
り
、「
不
安
全
行
動
」
が
減
少
し

ま
す
。
ま
た
、
管
理
者
、
作
業
者
な

ど
関
係
者
が
協
力
し
取
り
組
む
こ
と

で
、
家
族
の
一
体
感
が
高
ま
り
ま
す
。

　

身
近
に
潜
む
農
作
業
事
故
と
向
き

合
い
、
基
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
、
農
作
業
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

◀スイカ退緑えそ病

タバココナジラミ▶
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農
業
は
暑
い
環
境
下
で
作
業
を
行

う
こ
と
が
多
く
、
熱
中
症
リ
ス
ク
の

高
い
業
種
で
す
。
県
内
で
も
夏
季
の

熱
中
症
事
故
が
毎
年
多
発
し
て
お
り
、

特
に
気
温
の
高
い
７
月
〜
９
月
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。
近
年
の
温
暖
化

に
よ
る
夏
の
暑
さ
は
、
猛
暑
を
超
え

酷
暑
と
な
り
、
作
物
の
暑
熱
対
策
が

求
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
生
産
者

の
身
体
に
も
大
き
な
負
担
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
救
急
搬
送
や
死
亡
事
故

に
ま
で
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
事
例

も
報
告
さ
れ
、
熱
中
症
対
策
は
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
農
業
事
務
所
で
は
、
防

暑
対
策
の
一
つ
と
し
て
活
用
が
期
待

さ
れ
る
冷
却
ベ
ス
ト
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
冷
却
ベ
ス
ト
は
、
保
冷
材
や

気
化
熱
を
利
用
し
た
冷
却
効
果
の
あ

る
作
業
服
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
施
設
野
菜
や
花
き
、
水
稲
経
営

等
の
生
産
者
に
、
試
着
し
て
作
業
を

体
験
・
評
価
し
て
も
ら
う
な
ど
、
実

　

令
和
６
年
は
各
地
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
が
大
発
生
し
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
以
下
の
対
策
を
参
考
に

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
代
か
き
前
〜
収
穫
前

　

代
か
き
前
は
石
灰
窒
素
散
布
に
よ

り
殺
貝
し
、
個
体
数
を
減
ら
し
ま
す
。

田
植
え
後
は
水
深
４
㎝
以
下
で
の
浅

水
管
理
と
、
食
害
防
止
剤
や
殺
貝
剤

に
よ
り
６
葉
期
ま
で
の
食
害
危
険
期

間
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

▼
収
穫
時
〜
秋
冬
期

　

収
穫
時
に
は
、
ほ
場
の
凹
凸
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
コ
ン
バ
イ
ン

を
急
旋
回
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
秋
冬
期
の
耕
う
ん

を
複
数
回
行
い
、
個
体
数
の
減
少
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ま
、
地
域
計
画
の
協
議
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
か
？
目
標
地
図
に

は
、
御
自
身
が
耕
作
中
の
農
地
の
耕

作
予
定
者
と
し
て
色
を
塗
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
か
？

　

地
域
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
市
町
に
よ
る
農
地
の
利
用
権

設
定
が
、『
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以

下
、
機
構
）』
を
通
じ
た
目
標
地
図

に
基
づ
く
貸
借
契
約
に
切
り
替
わ
り

ま
す
（
利
用
権
設
定
中
の
農
地
は
次

回
更
新
時
か
ら
）。

　

農
地
の
貸
借
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
引
き
続
き
農
地
の
あ
る
市
町
の

窓
口
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
市
町
と

機
構
が
協
力
し
て
農
地
の
貸
借
手
続

き
を
行
い
ま
す
。
賃
料
の
徴
収
や
支

払
い
は
原
則
と
し
て
機
構
が
担
当
し

ま
す
。

　

な
お
、
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
権

利
設
定
は
引
き
続
き
利
用
可
能
で
す
。

際
の
現
場
で
の
活
用
効
果
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

丸
朝
園
芸
農
協
花
卉
部
会
で
は
、

製
造
メ
ー
カ
ー
と
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら
は
、
試
着

体
験
後
に
「
夏
の
暑
さ
対
策
に
最

適
」、「
ベ
ス
ト
を
装
着
し
て
も
動
き

に
制
限
が
な
い
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

熱
中
症
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
今

後
も
普
及
を
勧
め
て
い
き
ま
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
の

農
地
の
貸
し
借
り
の

方
法
が
変
わ
り
ま
す

方
法
が
変
わ
り
ま
す

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

　
　
が
急
増

　
　
が
急
増
‼‼

酷
暑
を
乗
り
切
る
神
ア
イ
テ
ム

酷
暑
を
乗
り
切
る
神
ア
イ
テ
ム

冷
却
ベ
ス
ト
で
熱
中
症
対
策

冷
却
ベ
ス
ト
で
熱
中
症
対
策

詳しい対策は、農
林水産省「スクミ
リンゴガイ（ジャ
ンボタニシ）の被
害防止対策につい
て」を御参照くだ
さい。

メーカーの講習で試着体験 37℃近いハウス内での使用
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令
和
６
年
度
認
証

千
葉
県
指
導
農
業
士・

農
業
士
紹
介

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

受
講
者
募
集
‼‼

　

農
業
事
務
所
で
は
、
概
ね
45
歳
以

下
の
新
規
就
農
者
（
親
元
就
農
・
新

規
参
入
等
）
を
対
象
と
し
た
「
農
業

経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
全
体
で
43

名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

農
業
を
営
む
上
で
の
基
本
的
な
技

術
・
経
営
知
識
の
習
得
と
仲
間
づ
く

り
を
目
的
に
、
年
間
10
回
程
度
の
研

修
会
を
３
年
間
の
コ
ー
ス
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

講
義
や
実
習
の
ほ
か
、
先
進
的
な

農
業
者
の
視
察
、
指
導
農
業
士
や
農

業
士
等
の
先
輩
農
業
者
と
の
交
流
会
、

受
講
者
の
相
互
訪
問
な
ど
、
実
践
的

か
つ
多
彩
な
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
目
の
基
本
研
修
で
は
、
土
壌

肥
料
、
病
害
虫
防
除
、
農
作
業
機
械

の
安
全
講
習
等
を
行
い
ま
す
。

　

２
年
目
の
専
門
研
修
で
は
、
よ
り

専
門
的
な
土
壌
肥
料
や
病
害
虫
防
除

○
佐さ

と
う藤

和か
ず
ひ
ろ弘

氏
（
山
武
市
）

○
渡わ

た
な
べ邉

剛た
け
し

氏
（
山
武
市
）

○
小お

が
わ川

真ま
さ
と人

氏
（
東
金
市
）

【
指
導
農
業
士
】

【
農
業
士
】

○
鈴す

ず
き木

勝か
つ
ひ
ろ広

氏
（
芝
山
町
）

露
地
及
び
施

設
野
菜
の
経
営

を
行
っ
て
い
ま

す
。
外
国
人
材

施
設
野
菜
栽

培
を
中
心
に
、

農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
や
収
穫
体
験

　

水
稲
専
作
の

経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域

で
も
有
数
の
大

　

露
地
及
び
施

設
野
菜
の
経
営

を
行
っ
て
い
ま

す
。
ス
イ
カ
は
、

の
活
用
に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、
に

ん
じ
ん
の
栽
培
面
積
は
７
㏊
と
大
規

模
経
営
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
生
受
入

れ
や
商
品
開
発
等
、
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

規
模
経
営
体
で
あ
り
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
防
除
等
、
新
技
術
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

出
荷
が
少
な
い
時
期
に
合
わ
せ
て
栽

培
す
る
な
ど
、
高
い
技
術
を
生
か
し

た
経
営
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
優
れ
た
農
業
経
営

を
行
い
、
担
い
手
育
成
や
地
域
農
業

の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
む
農
業

者
を
「
指
導
農
業
士
」、
ま
た
、
農

業
の
担
い
手
と
し
て
営
農
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
農
業
者
を
「
農
業
士
」

と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
山
武
地
域
で
認
証
さ
れ

た
方
々
を
御
紹
介
し
ま
す
。
益
々
の

御
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

の
講
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
と
し
て
、
自
身
の
課

題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
年
目
の
総
合
研
修
で
は
、
経
営

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
講
義
や
視
察
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
経
営
に

向
け
営
農
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
１
〜
２
月
に
千
葉

市
で
開
催
さ
れ
る
青
年
農
業
者
会
議

（
千
葉
県
全
域
の
新
規
就
農
者
が
集

ま
り
、発
表
や
意
見
交
換
を
行
う
場
）

へ
も
参
加
し
、
他
地
域
の
新
規
就
農

者
と
交
流
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
次
年
度
（
令
和
７
年
５
月

開
講
予
定
）
の
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

農
業
事
務
所
改
良
普
及
課（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

０
４
７
５
（
５
４
）
０
２
２
６
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


